
 

 

●配置案を作成するにあたっての整備方針 

 

 

全体的な考え方 

 

○様々な学年の利用が想定される小中一貫教育校の校庭として、既存の高円寺

中学校の校庭面積と同程度の確保を目指し、全体の計画を検討した。 

 

○児童生徒が運動出来る活動エリアとして、校舎屋上部に安全に活動できる面

積を確保する配置計画を検討した。 

 

○校庭・屋上活動エリアを確保するために、改築校舎をコンパクト化し、５，

６階建の校舎を検討した。 

 

○改築校舎を５，６階建にすることに伴い、周辺の住宅地に与える影響を十分

に考慮し、施設の配置計画を検討した。 

 

○明確な歩車分離や施設の安全管理のしやすさを考慮し、職員が見守りやすく

児童生徒が安全に学校生活を送れる施設の配置計画を検討した。 

 

○中庭等を設けることにより、閉鎖的な施設とならないようにするとともに普

通教室への自然採光・通風を確保した平面ゾーニングを検討した。 

 

 

 

資料４ 
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